
株式会社三井住友フィナンシャルグループ

2016年1月26日

2015年度第3四半期実績の概要

※「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 2013年9月13日）第39項の定め等を適用し、
第1四半期より、 「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」に
表示を変更しております
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2015年度第3四半期業績（累計）の概要

15年度
4-12月

15年度
目標前年同期比

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

458.04円 ▲40.93円 555.87円

15/12月末 15/3月末比

純資産 6,795.63円 +196.76円

 SMFG連結の親会社株主に帰属する四半期純利益の通期業績目標比進捗率は82％
 前年比では、第3四半期の市況が軟調に推移したことに伴う粗利益の減益や、経費投入、

SMBCのクレジットコストの戻り益縮小等から、▲560億円の減益

*1 年率換算
*2一般貸倒引当金繰入前

1株当たり情報（SMFG連結）1株当たり情報（SMFG連結）

親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益

6,262億円
通期業績目標比 82％
前年同期比 ▲560億円

ROE*1

11.5％
【中計財務目標】

10％程度

業務純益*2

5,492億円
通期業績目標比 72％
前年同期比 ▲927億円

与信関係費用

▲456億円
【2015年度目標】

▲1,200億円

△332億円 （戻り）
【2015年度目標】

0億円

主な財務指標主な財務指標

SMFG連結

SMBC単体

上段：SMFG連結／下段：SMBC単体

SMFG連結

連結粗利益、経費率

連結粗利益 22,186億円
通期業績目標比 73％
前年同期比 ▲117億円

経費率 57.9％
【中計財務目標】

50％台半ば

SMFG連結



（億円）
15年度
4-12月 15年度目標前年

同期比

Ｓ
Ｍ
Ｆ
Ｇ
連
結

連結粗利益 22,186 ▲117 30,300

連単差 10,676 +681

営業経費 ▲12,857 ▲609
持分法投資損益 ▲448 ▲451
連結業務純益 8,882 ▲1,177
与信関係費用 ▲456 ▲919 ▲1,200

経常利益 9,002 ▲2,067 12,200

連単差 3,361 ▲32 4,700

親会社株主に帰属する 6,262 ▲560 7,600

当期純利益 連単差 1,674 +155 2,400

Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
単
体

業務粗利益 11,509 ▲798 15,800

経費*1 ▲6,017 ▲129 ▲8,200

業務純益*2 5,492 ▲927 7,600

与信関係費用 332 ▲687 0

株式等損益 109 ▲488

その他臨時損益 ▲292 +67

経常利益 5,641 ▲2,035 7,500

当期純利益 4,588 ▲716 5,200

2

（億円）
15年度
4-12月

前年
同期比

SMBCｺﾝｼｭｰﾏｰﾌｧｲﾅﾝｽ 430 +10

SMBC日興証券 360 ▲90

三井住友ﾌｧｲﾅﾝｽ&ﾘｰｽ 220 ▲10

セディナ 220 ▲10

三井住友カード 140 +10

SMBCフレンド証券 30 ▲30

P/LP/L

国内預貸金利回差（SMBC単体）国内預貸金利回差（SMBC単体）

*1 臨時処理分を除く
*2 一般貸倒引当金繰入前

2015年度第3四半期業績サマリー

格付（SMBC）格付（SMBC）

Moody’s S&P Fitch R&I JCR

A1/P-1 A/A-1 A/F1 AA-/a-1+ AA/J-1+

SMBC以外の主要グループ会社の
連結当期純利益寄与（概数）

SMBC以外の主要グループ会社の
連結当期純利益寄与（概数）

（％）
15年度
4-12月 4-6月 7-9月 10-12月

貸出金利回 1.24 1.24 1.24 1.23

預金等利回 0.03 0.03 0.03 0.03

預貸金利回差 1.21 1.21 1.21 1.20

 2015年11月、Fitchが格上げ（ A-⇒ A ）
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主要項目の時系列推移

*1 不良債権比率＝金融再生法開示債権残高（除く正常債権)／総与信
*2 与信関係費用比率＝与信関係費用／総与信

不良債権残高及び同比率*1不良債権残高及び同比率*1貸出金残高 (SMBC単体)貸出金残高 (SMBC単体)

その他有価証券評価損益 (SMFG連結)その他有価証券評価損益 (SMFG連結) 与信関係費用及び同比率*2与信関係費用及び同比率*2

47.2 47.6 48.2 49.3

9.2 12.2 15.2
18.9

12/3 13/3 14/3 15/3

海外店分及び特別国際金融取引勘定分

国内店分（除く特別国際金融取引勘定）

49.0 49.6

19.1 20.6

14/12 15/12

56.4
59.8

63.4

（兆円）

70.2
68.168.3

11,748
13,733

17,263
18,577

7,690

10,935
8,814

11,828

0.97%1.21%
1.60%1.86%

1.39%1.74%
2.27%2.59%

12/3 13/3 14/3 15/3

SMFG連結

SMBC単体

（億円）

10,035
12,674

8,411
6,248

1.06% 0.77%

1.49% 1.13%

14/12 15/12

保全率
SMFG連結 83.74% 83.14%
SMBC単体 88.54% 87.67%

（億円）

14,050
11,216

4,750

12/3 13/3 14/3 15/3

その他

債券

株式

合計

23,867
26,050

1,213

1,731

△ 491

78

△ 801

195

△1,239

586

△17bp

3bp
9bp 1bp

△6bp

23bp
17bp

11 12 13 14

（億円）

（年度）

△  463

456

△ 1,019

△  332

14/4-12 15/4-12

SMBC単体

SMFG連結

△10bp

その他有価証券のうちJGB
(SMBC単体、貸借対照表計上額)

9.5兆円 10.7兆円 9.9兆円 9.8兆円

20,164

588
3,115

21,806

14/12 15/12
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海外ビジネス

海外預金等残高*1, 2海外預金等残高*1, 2海外貸出金残高*1, 2海外貸出金残高*1, 2

*1 内部管理ベース。SMBC、欧州三井住友銀行及び三井住友銀行（中国）の合算 *2各期末実績レートにて換算
*3各現地通貨の対米ドル為替換算影響を除く前年比 *4月中平残、ストックベース *5 SMBC及びSMFGの発行分
*6出所：トムソンロイター（マンデーティッド・アレンジャー） *7 アジア大洋州

0.4%

0.6%

0.8%

1.0%

1.2%

1.4%

08/909/309/910/310/911/311/912/312/913/313/914/314/915/315/9

海外貸出金スプレッド*1, 4海外貸出金スプレッド*1, 4

52 61 70 74

38
47

54 6240
42

47
45

12/3 13/3 14/3 15/3

75 71

62 72

46
54

14/12 15/12

131

172
150

181 184

（10億米ドル）
EMEA
米州
アジア

197 [+18]

[+10]

[+10]

[▲2]

[為替換算影響を除く前年比*3（10億米ドル）]

112 129

14/12 15/12

82 96 108 121

12/3 13/3 14/3 15/3

 海外機関投資家向けに米ドル建シニア債（16/1月、12.5億米ドル）発行

136

178

206 210

（10億米ドル）
CD・CP(3カ月未満)
CD・CP(3カ月以上)
顧客性預金(含む中銀預金) 207

外貨建債券発行残高*5

(10億米ドル)

シニア 19.2 25.1
劣後 3.3 4.7

21.2 29.3
4.9 4.1

216 [+14]

[+21]

[為替換算影響を除く前年比*3 （10億米ドル）]

グロ－バル アジア*7

プロジェクトファイナンス 4位 5位

リーグテーブル(2015年1-9月)*6

 IJ Global誌より、Global bank of the year 受賞

プロジェクトファイナンスプロジェクトファイナンス

15/1208/9
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ホールセールビジネス

12

14

16

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

（兆円）

中堅・中小企業（CB本部）
大企業（GCB本部）

0

1

2

3

4

5

6

14/6 14/9 14/12 15/3 15/6 15/9 15/12

(千件)

0

1

2

14/6 14/9 14/12 15/3 15/6 15/9 15/12

(万件)

ホールセール部門貸出金残高（SMBC単体）*1, 2ホールセール部門貸出金残高（SMBC単体）*1, 2 銀証連携（SMBCから日興への法人のお客さまの紹介・仲介）銀証連携（SMBCから日興への法人のお客さまの紹介・仲介）

運用業務（累積件数） 投資銀行業務（累積件数）

0.4%

0.6%

0.8%

1.0%

1.2%

1.4%

13/3 13/9 14/3 14/9 15/3 15/9

中堅・中小企業（CB本部・エリア企業本部）
大企業（GCB本部）

13/4

リーグテーブル（15年4月-12月）*4リーグテーブル（15年4月-12月）*4国内法人向け貸出金スプレッド（SMBC単体）*1, 3国内法人向け貸出金スプレッド（SMBC単体）*1, 3

13年度 14年度 15年度

順位 シェア

株式関連 （ブックランナー、引受金額）*5、6 3位 14.0%

円債総合 （主幹事、引受金額）*5、7 3位 16.9%

ファイナンシャル・アドバイザー （M&A、案件数）*5、8 2位 5.0%

IPO（主幹事、案件数）*9 2位 27.0%

*1 内部管理ベース。国内営業体制の見直しに伴い、14年度より管理区分を変更。13年度実績は、見直し後の管理区分に基づき算出
*2 四半期平残 *3月中平残、ストックベース *4株式関連、円債総合、IPOはSMBC日興証券、ファイナンシャル・アドバイザーはSMFG
*5出所：トムソンロイターの情報を基にSMBC日興証券が作成 *6 日本企業関連、海外拠点を含む
*7事業債、財投機関債・地方債[主幹事方式]、サムライ債 *8日本企業関連公表案件、グループ合算 *9出所：トムソンロイター
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リテールビジネス／SMBC日興証券の業績

*1 SMBCからSMBC日興証券への紹介及び、SMBCの金融商品仲介業務を通じた、SMBC日興証券における預り資産残高。
2011年1月にSMBCフレンド証券のリテール銀証協働事業をSMBC日興証券へ統合した際の移管口座における残高、SMBC日興証券の
プライベートバンキング本部における残高を含む *2 SMBC日興証券の海外持分法適用関連会社（SMFGの連結子会社）の利益等を含む

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

13/6 15/3

（億円）

紹介 仲介等

銀証連携（個人）銀証連携（個人） SMBC日興証券SMBC日興証券

（億円） 14年度 15年度
4-12月

前年

同期比

純営業収益 3,292 2,352 ▲43

販売費・一般管理費 ▲2,352 ▲1,842 ▲129

経常利益*2 962 540 ▲157

親会社株主に帰属する

当期純利益*2 647 401 ▲59

銀証連携による預り資産残高*1（SMBC日興証券）

13/6 9 12 14/3 6 9 12 15/3 6 9 12

日経平均

株価
14,828円 19,207円 19,034円

業績(連結)

純営業収益推移

50

70

90

14/3 15/3 15/12 17/3目標

（兆円）

SMBC+SMBC日興証券
+SMBC信託プレスティア

リテール預り資産残高（ ）SMBC+SMBC日興証券
+SMBC信託銀行プレスティア

+20%以上

0

200

400

600

800

1,000

14/4-6 14/7-9 14/10-12 15/1-3 15/4-6 15/7-9 15/10-12

（億円）
その他
トレーディング

引受
投信募集、投信代行等
株式委託

全店展開以降、約1兆円増加

銀証リテール一体化
・試行開始（13/5月～）
・全店展開（14/7月～）
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コンシューマーファイナンス

8,660
9,154

10,350

4,000

6,000

8,000

10,000

14/3 6 9 12 15/3 6 9 12

（億円）

7,124
7,144

7,239

1,884
1,918 2,057

4,000

6,000

8,000

10,000

14/3 6 9 12 15/3 6 9 12

SMBCCF単体 モビット
（億円）

無担保カードローン残高（SMBC+SMBCｺﾝｼｭｰﾏｰﾌｧｲﾅﾝｽ）無担保カードローン残高（SMBC+SMBCｺﾝｼｭｰﾏｰﾌｧｲﾅﾝｽ）

営業貸付金残高 保証残高

営業貸付金残高（海外）* 利息返還請求件数

（億円） 14年度 15年度
4-12月

前年

同期比

営業収益 2,283 1,835 +130

営業費用のうち貸倒費用 ▲479 ▲426 ▲40

営業費用のうち利息返還費用 ▲448 - -

経常利益 166 458 ▲4

親会社株主に帰属する

当期純利益
112 426 +12

営業貸付金残高 9,803 10,140

利息返還損失引当金 1,276 780

保証残高 9,154 10,350

うち地方銀行等向け 3,724 4,479

SMBCｺﾝｼｭｰﾏｰﾌｧｲﾅﾝｽ ： 金融・保証・海外事業SMBCｺﾝｼｭｰﾏｰﾌｧｲﾅﾝｽ ： 金融・保証・海外事業

SMBCｺﾝｼｭｰﾏｰﾌｧｲﾅﾝｽ : 業績（連結）SMBCｺﾝｼｭｰﾏｰﾌｧｲﾅﾝｽ : 業績（連結）

保証事業
提携先数

189社
（15/12月）

10,000

15,000

20,000

14/3 15/3 15/12 17/3目標

（億円）

+20%

0

10

20

6月 9月 12月 3月

2010年度 2011年度

2012年度 2013年度

2014年度 2015年度

（千件）

681 696 

806 

0

200

400

600

800

14/3 6 9 12 15/3 6 9 12

（億円）

*現地通貨建を円換算

9,061
9,008

9,297
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（参考）事業法人、ソブリン、金融機関等向けエクスポージャー

01020304050

Others

Japanese
government,

etc.

Default(7R,
8-10)

7(excl.7R)

4-6

1-3

国内国内 海外海外

98.4兆円 40.7兆円

【15/9月末】【15/9月末】

PD LGD Risk
Weight

0.13% 30.53% 18.67%

3.11% 22.78% 66.51%

14.80% 28.00% 138.46%

100.00% 54.34% 53.25%

－ － －

2.42% 31.34% 84.05%

PD LGD Risk
Weight

0.07% 35.14% 19.05%

0.75% 33.21% 48.98%

15.59% 33.06% 143.98%

100.00% 47.29% 11.28%

0.00% 35.27% 0.02%

0.80% 44.90% 54.08%

（SMFG連結）

（兆円） （兆円）

0 10 20 30 40 50

Others

Japanese
government,

etc.

Default(7R,
8-10)

7(excl.7R)

4-6

1-3

13/3末

14/3末

15/3末

15/9末

内部格付
（債務履行の確実性）

合計 （15/9月末）

1－3
（極めて高い －十分）

4－6
（当面問題ない －
現在問題ない）

7 （除く 7R）
（要注意先）

7R, 8－10
（要管理先－
破綻先）

国・地方等

その他
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SMFG連結エクスポージャーに占める
石油・ガス・その他資源関連エクスポージャー*1

SMFG連結エクスポージャーに占める
石油・ガス・その他資源関連エクスポージャー*1

中国向け貸出*2中国向け貸出*2

国内（法人、個人、国・地方）、
海外日系企業向け

約65%

非日系企業向け

約35%
うち、
・非日系その他資源約1%

プロジェクト

ファイナンス

約25%

コーポレート

約75%

（参考）石油・ガス・その他資源関連／中国／ロシア向けエクスポージャー
（15年9月末確報）

*1 貸出金、コミットメントライン、保証取引、出資金等
*2 SMBC、欧州三井住友銀行、三井住友銀行（中国）の合算
*3 各期末残高は、15/9月末の期末為替仲値で割戻して表記

ロシア向けエクスポージャーロシア向けエクスポージャー

15/3月末 15/9月末 前年度末比

5.1 4.7 ▲0.4

(10億米ドル)

SMFG連結与信額比、1％未満

ロシア向けエクスポージャーの内訳

日系
企業向け

非日系
企業向け

 殆どが格付「1-3」の
高格付先

15/3月末 15/9月末 前年度末比

1.20 1.05 ▲0.15

(兆円)
債務者所在国ベース（概数）*3

中国本土拠点における貸出先構成

プロジェクトファイナンス

非日系コーポレート

日系

金融機関

その他(航空機リース等)

うち、
・日系石油・ガス関連約2%
・日系その他資源約1%

うち、

・非日系石油・ガス関連*2

約5%（約530億米ドル）

 非日系の石油・ガス関連与信

 石油メジャーを含む、価格下落影響を受けやすい
開発業者等向けの与信額は300億米ドル未満

 約90％が格付「1-3」の高格付先



本資料には、当社グループの財政状態及び経営成績に関する当社グループ及びグループ各社経営陣

の見解、判断または現在の予想に基づく、「将来の業績に関する記述」が含まれております。多くの場合、

この記述には、「予想」、「予測」、「期待」、「意図」、「計画」、「可能性」やこれらの類義語が含まれますが、

この限りではありません。また、これらの記述は、将来の業績を保証するものではなく、リスクと不確実性

を内包するものであり、実際の業績は、本資料に含まれるもしくは、含まれるとみなされる「将来の

業績に関する記述」で示されたものと異なる可能性があります。実際の業績に影響を与えうるリスクや

不確実性としては、以下のようなものがあります。国内外の経済金融環境の悪化、当社グループのビジ

ネス戦略が奏功しないリスク、合弁事業・提携・出資・買収及び経営統合が奏功しないリスク、海外に

おける業務拡大が奏功しないリスク、不良債権残高及び与信関係費用の増加、保有株式に係るリスク

などです。こうしたリスク及び不確実性に照らし、本資料公表日現在における「将来の業績に関する

記述」を過度に信頼すべきではありません。当社グループは、いかなる「将来の業績に関する記述」につ

いて、更新や改訂をする義務を負いません。当社グループの財政状態及び経営成績や投資者の投資

判断に重要な影響を及ぼす可能性がある事項については、本資料のほか、有価証券報告書等の本邦

開示書類や、当社が米国証券取引委員会に提出したForm 20-F等の米国開示書類、当社グループが
公表いたしました各種開示資料のうち、最新のものをご参照ください。


